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地球物理学科の授業：1956 年 4 月に地球物理学科に進級した。当時の地球物理学科は北部構内では
なく、本部構内の時計台の西側にあるレンガ造の建物内にあった（4 回生の新学期に北部構内の新
館に移転した）。小学科なので講義室もごく小さく、長テーブル２基が 3 列並んでいる程度だった。






























いくつか経験したが、とくに思い出すのは別府での実習である。別府には 3 回生の春と夏の 2 回、
それぞれ 2・3 週間ぐらい行った。当時は実習といっても大学にそんな予算があるわけもなく、佐々
憲三教授がどこからか受けられた委託調査に学生も参加させて、その中で仕事を憶えさせようとい
うものだった。 
別府の仕事は、別府市の西郊、城島（きじま）高原で温泉を見つけて欲しいという関西汽船の委
託調査だった。調査主任は久保寺章助手（後に京大教授）、大学院修士課程の狐崎長琅先輩（後に秋
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田大教授）、学生は僕と川本整君（後に大阪工大教授）、それに現地に近い桜島火山観測所から大学
院博士課程の加茂幸介先輩（後に京大教授）または吉川圭三先輩（後に京大教授）が加わった。 
関西汽船の仕事だから、行き帰りとも関西汽船のボーイつきの２等船室が用意され、天保山発の
夜行の汽船でふかふかのベッドに初めて寝た。朝起きるとちゃんと靴が磨いてあった。仕事は久保
寺さんの指揮の下、オペレータは電子回路の得意な狐崎さん、その他、測線伐採、地震計の配置、
結線などは加茂さんや吉川さんの指導のもとに僕たち学生がやった。現地採用の作業員も数人使っ
た。作業員といっても当時はプロの土方で、一人の親方に率いられた数人の威勢のいい若い衆から
なり、甘い顔をしていたのではなめられてしまって使えなかった。 
宿は関西汽船所有の城島高原ホテルという小さいホテルだった。ホテルに泊まったといってもわ
れわれが泊めてもらったのは、客室ではなく付属の布団部屋のような別棟である。それでも食事は
ホテルの定食だから学生には贅沢なご馳走だった。そんなところに何週間にもわたって若い者が滞
在するのだから、ホテルのコックさんや女中さんとすっかり友達になってしまう。僕たちよりちょ
っと年上の姉とちょっと年下の妹の姉妹の女中さんと僕たちはすぐに仲良くなり、休日に別府まで
一緒に映画を見に行ったりした。戦艦大和の乗組員だったという森番のおじさんの話も面白かった。 
後に阿蘇の火山研究施設に赴任してから、妻と一緒にやまなみハイウェイをドライブして城島高
原まで行ってみたが、すっかり様子が変わってしまって、昔のおもかげはなかった。 
 物理探査の訓練は、のちに鉄道技研に勤めて、新幹線関ヶ原トンネルや北陸線敦賀トンネルの掘
削前の地震探査に参加したとき役立っただけでなく、ずっと後になってもう一度役立ったことがあ
る。1973 年に国鉄を辞めて京大（防災研）に戻った。大学では鉄道技研と違って、補助者が一人も
なしで研究しなければならなかった。そのとき、一から十まで、自分ひとりで出来るのは物理探査
しかないことを思い知らされた。だから、僕の大学での研究は物理探査から始めるほかなかったか
らである。 
 
写真 紀州・妙法鉱山における高周波地震探査実習時の狐崎先輩（左）と小林(右)。 
このときの調査結果が狐崎さんの修論になった。  
